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２　遺物

　この、力持型スクレイパーの地域色や時期にみる出現性などを模索する目的で、同じく宮古市田老
地区の縄文前期前葉を中心とする集落遺跡である越田松長根Ⅰ遺跡の西調査区の石器組成を比較資料
として示した。

第15表　縄文前期初頭～前葉の石器組成比較表
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［越田松長根Ⅰ遺跡について］越田松長根Ⅰ遺跡は、本遺跡から南へ直線距離で５km に位置する縄
文前期～後期及び弥生・古代に亘る複合集落遺跡である（※調査報告書は岩手埋文第 666 集として平
成 29 年２月末に発行予定）。この越田松長根Ⅰ遺跡の西調査区は、縄文前期初頭～前葉の竪穴住居跡
が 24 棟検出され、土器の出土状況としては縄文前期前葉大木１式を中心に前期初頭上川名２式が出
土している。大木 2b 式や白座式などは数点の出土で、大木 2a 式は認知していない。従って、越田
松長根Ⅰ遺跡の西調査区で出土した石器の帰属時期は、大木１式を中心に縄文前期初頭～前葉（上川
名２式～大木１式期）の時期幅にほぼ限定できると判断される。従って、両遺跡ともに、縄文前期前
葉を中心とする遺跡であるものの、重津部Ⅰ遺跡は上記のとおり大木 2b 式を中心とすることから前
期前葉の後半段階、越田松長根Ⅰ遺跡は前期前葉の前半段階を主体とする集落で、微妙な時期差が看
取される。
［両遺跡の共通点］両遺跡の共通点を模索してみる。剥片石器は、石鏃、石匙、スクレイパー、Ｕフ
レなどは両遺跡ともに一定量が出土し、尚且つ尖頭器、石箆、石錐が少ない（特に石錐は越田松長根
Ⅰ遺跡の西調査区からは０点、重津部Ⅰ遺跡では１点の出土である）。礫石器は、両遺跡共に磨石が
圧倒的に多く、尚且つ特殊磨石、磨製石斧、敲石、敲磨器の割合も近似する。また、石皿・台石や、
凹石、砥石が少ないことも同様である。上記した器種の組成割合はほぼ同様と云えることから、本地
域の縄文前期前葉の石器組成の特徴を捉えていると判断されよう。
「両遺跡の相違点」相違点を模索すると、剥片石器、礫石器共に数量では本遺跡（重津部Ⅰ遺跡）の
方が圧倒的に多い。およそ３倍の出土点数である。参考までに、重津部Ⅰ遺跡の中央調査区の調査面
積は約 2,000 ㎡（※重津部Ⅰ遺跡全体では 8,000 ㎡であるが、遺構・遺物の集中する中央調査区は約
2,000 ㎡の空間である）で住居跡６棟であるのに対して、越田松長根Ⅰ遺跡西調査区は調査面積 4,025
㎡、住居跡 24 棟である。机上の計算では、重津部Ⅰ遺跡が１棟あたり 451 点であるのに対して、越
田松長根Ⅰ遺跡が１棟あたり 17.5 点となり、数値だけみれば重津部Ⅰ遺跡の方が盛んに石器制作を
行っていた可能性もある。ただし、重津部Ⅰ遺跡は、調査地外の範囲に集落本体が所在する可能性も
否定できないので、強く言及できる内容ではないことを付記しておく。
［力持型スクレイパーの出土割合］次に、石器組成での大きな違いとして、力持型スクレイパーの出
土割合が挙げられる。剥片石器に占める割合は、重津部Ⅰ遺跡では 127 点で剥片石器の 42％を占め
るのに対して、越田松長根Ⅰ遺跡では４点の出土で石器全体の４％である。この違いは何に起因する
のか。遺跡の立地を比較すると、両遺跡ともに海岸線からの距離や遺跡の標高値、谷地形など立地す
る地形的環境は類似性が高い。このことは、生業や用途の違い以外に主体時期の微妙な違いが反映し
ていることも考えられる。従って、大木２式期（※大木 2a 式と大木 2b 式を合わせて）が、力持型
スクレイパーの制作される中心時期である可能性を示唆させるものと小結しておく。
　県内の類例について、詳細な集成などを行っていないため、力持型スクレイパーの詳細な分布や時
期による出現性などはこれからの検討課題であるが所見を記述すると、普代村力持遺跡では縄文前期
前葉に限らず中期まで存続した可能性があり、陸前高田市袖野Ⅰ遺跡や大船渡市田代遺跡では大木
2a 式期の可能性が示唆される状況にある。また、当センターで調査を実施した前期前葉の集落遺跡
である久慈市芦ヶ沢Ⅰ遺跡でも出土を確認できる。従って今後の課題を整理すると、①沿岸部以外に
内陸の遺跡で出土しないかどうか、②前期前葉以外の時期で出土するのかどうかなどを挙げておきた
い。
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　３　ま　と　め

　今回の調査成果をまとめてみる。
［遺構・遺物の集中範囲］遺跡は沢地形の南向き緩斜面を中心に広がる。遺構・遺物が集中するのは
中央調査区沢跡の北岸付近にほぼ限定される様相にある。沢跡の南岸は土坑２基（１基は円形の陥し
穴の可能性あり）のみ、沢跡より南側や沢跡から離れた北調査区などでは遺構・遺物ともに非常に少
ない（ほとんど皆無にある）。
［主体時期］縄文前期前葉で特に大木 2b 式が多い。留意点として、縄文中期や弥生後期が沢跡の上
流にあたる調査地西側に存在する可能性が示唆される。
［縄文前期前葉竪穴住居跡の変遷］縄文前期前葉の竪穴住居跡が上下に重複して検出された。古い方
から５号住→４号住→３号住の順に変遷する。これらの竪穴住居跡は、平面プランが不明瞭であった
ことから、試掘トレンチを入れ土層断面から把握に努めた精査内容から、平面・規模などには不透明
感が残るものの、出土土器は層位的新旧関係を持って取り上げられた。一番新しい３号住は、埋土の
最上位に To-Cu が堆積し、その下位の堆積層から纏まった量の土器が出土した。この３号住出土土
器の時期は大木 2b 式で、白座式が共伴する。４号住は土器量こそ少ないが大木 2a 式が含まれる（※
大木 2a 式期と推定される）。５号住も土器量は少ないが大木１式期あるいは大木 2a 式期の可能性が
ある。この内、３・４号住は調査区外東側に延びることから長軸長は不明にある。形状や短軸長の在
り方から３号住は大形住居に分類される可能性を有する。４号住は大形住居とは判断できないが、そ
の可能性は残る。５号住は小形～中形（普通サイズ）の規模で、形状も楕円形に近い。
［縄文前期初頭・前葉土器］縄文前期初頭～前葉の土器が纏まった量出土した。前期初頭は口縁部文
様を見る限り、東北地方南部を中心に分布する上川名２式と捉えられる土器である。ただし、住田町
小松Ⅰ遺跡など県南部の土器と比較して器形に若干の相違が窺える。加えて、口縁部の文様を見る限
り、東北地方北部の長七谷Ⅲ群土器は本遺跡には認め難い。地域差なのか時期差なのか、この内容が
何を意味するのかは今後の検討・研究に委ねたい。前期前葉は、特殊性の高い縄文原体である組縄縄
文を施文する土器が出土した。それらは、大木１式若しくは大木１式の直前期の可能性を有する（註
２）。
［To-Cu テフラと大木式土器の関係］今回の調査では、To-Cu 下位から大木 2b 式が出土している。
加えて、同一個体に大木 2b 式と白座式の両者の特徴を有するものが複数点認められた（註３）。
［石器組成］礫石器が圧倒的に多く、剥片石器や石製品が少ない遺跡であることが分かった。また、
力持型スクレイパーと仮称される片面に礫面が残り、片面にのみ簡易的な剥離が施され、刃角は鈍角
をみる石器が特徴的に出土している。

　最後に、今回の調査成果が今後の地域史解明の一助となり、さらには何らかのかたちで沿岸復興の
推進に寄与することを願う次第である。

註

（註１）入稿後に、千鶏遺跡遺構外出土土器の中に口縁部形状がキャリパー状を呈するものが数点認められることを知る。従
って本地域の当該時期に全く無いとは言い難い。ただ、少ない傾向であることは言及できるものと調査判断しておきたい。

（註２）釜石市屋形遺跡では大木１式と推定されている。また、報文では前期初頭～大木３式までの土器口唇部断面形状の分
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析が行われているが、大木 2a 式では平坦が多く、大木 2b 式は丸いものが多いという差異が指摘されている。この内容は本遺
跡資料にも該当する可能性が高く、大木２式を巡る着眼点の一つになり得ると考えられる。

（註３）本遺跡では大木 2b 式が To-Cu テフラの下（テフラより古い）と判断された。ただ、県内の事例を見る限り大木 2b 式
と To-Cu の上下関係は“微妙”である。あるいは大木 2b 式は To-Cu テフラを跨いで出土する可能性で保留されると捉えられ
る（星・茅野 2006）。次の大木３式は厳密には今後の検討を待ちたいが、複数遺跡で To-Cu テフラの上で出土が確認されてい
る状況から、現段階ではテフラ降下期後と捉えて良いと考える。また、大木式土器と“今日”白座式の並行関係について、問
題提起を兼ねて記述すると、最近の県内事例からは大木 2b 式と大木３式の両者に共伴事例がある。最大の時間幅を持っても、
大木１式までは遡らず、大木４式までは下らない。従って、白座式と To-Cu の上下関係についても、大木 2b 式と同様にテフ
ラの上下で出土する可能性も考えられよう。上記した内容について、今後さらに検討・検証されることを願う次第である。
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－ 99 －
写真図版１　着手時状況と遺跡遠景

重津部Ⅰ遺跡遠景　（南から）

調査着手時全景　（南から）
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－ 100 －
写真図版２　調査地航空写真

沢
　
跡

調査地全景　直上から（上が北）

中央調査区全景　直上から（上が東）

2017第664集 写真図版p107-116.indd   1002017第664集 写真図版p107-116.indd   100 2017/02/14   15:562017/02/14   15:56



－ 101 －

第５トレンチ　北西から

第７トレンチ　北から

第12トレンチ　北西から

第９・10トレンチ　北西から

第12トレンチ　北から

重機掘削状況　南から

写真図版３　中央・南調査区トレンチ調査

第１トレンチ　南から 第２トレンチ　東から
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－ 102 －

第34トレンチ　南東から

第36トレンチ　北西から

第40トレンチ　南から

第35トレンチ　南から

第36～39トレンチ　南から

トレンチ配置状況　南から

写真図版４　北調査区トレンチ調査　

第32トレンチ　北西から 第33トレンチ　北西から
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－ 103 －
写真図版５　沢トレンチ調査

沢谷頭トレンチ断面　西から

沢南北トレンチ断面　南西から

2017第664集 写真図版p107-116.indd   1032017第664集 写真図版p107-116.indd   103 2017/02/14   15:562017/02/14   15:56
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中央調査区東壁地層断面　北西から

中央調査区東壁地層断面細部　西から

中央調査区ＣⅣａ７ライン地層断面　西から

写真図版６　基本層序（１）

2017第664集 写真図版p107-116.indd   1042017第664集 写真図版p107-116.indd   104 2017/02/14   15:562017/02/14   15:56



－ 105 －

北調査区南部地層断面　西から

北調査区南部地層断面　北西から

北調査区南部地層断面　北から

写真図版７　基本層序（２）
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－ 106 －

全景　南から

検出状況　南から

Aベルト　西から

写真図版８　１号住
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－ 107 －

全景　西から

検出状況　南から

Aベルト　西から

写真図版９　２号住
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－ 108 －
写真図版10　３号住（１）

全景　西から

全景　南西から
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－ 109 －

焼土３　南から

PP１　南から

PP４　南から

焼土６　南から

PP２　南から

PP９　南から

焼土７　南から

PP３　南から

焼土４　南から

写真図版11　３号住（２）
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－ 110 －

全景　東から

Aベルト　南西から

写真図版12　３号住（３）

焼土１　南から 焼土２　南から
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－ 111 －
写真図版13　４号住

全景　西から

Aベルト　南西から
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－ 112 －
写真図版14　５号住

全景　南西から

全景　西から
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－ 113 －

６・７号住全景　西から

６号住Aベルト　南から

６号住Cベルト　西から

写真図版15　６・７号住
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－ 114 －

６号土坑　南から

９号土坑断面　北から

10号土坑断面　南東から

３号土坑　東から

９号土坑　北から

10号土坑　北西から

写真図版16　土坑　

１号土坑　南西から ２号土坑　南から
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－ 115 －

10号焼土　南から

９（右奥）・10号焼土　南東から

柱穴状土坑分布状況　西から

３号柱穴状土坑　西から

５号焼土　南西から

10号焼土　南東から

１号柱穴状土坑　西から

４号柱穴状土坑　南から

９号焼土　南東から

11号焼土　南東から

２号柱穴状土坑　西から

５号柱穴状土坑　南から

写真図版17　焼土・柱穴状土坑
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－ 116 －

盛夏のトレンチ調査

人力掘削作業（２）

北調査区　急斜面でのトレンチ調査

人力掘削作業（１）

遺構精査作業

北調査区　南壁地層断面清掃作業

写真図版18　調査風景

重津部集落 枝木整理作業
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写真図版19　１・２号住、３号住（１）土器
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写真図版20　３号住（２）土器
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写真図版21　３号住（３）、４・５号住、６号住（１）土器
－ 119 －
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写真図版22　６号住（２）土器
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写真図版23　７号住、２号土坑、沢跡、遺構外（１）土器
－ 121 －
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写真図版24　遺構外（２）土器
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写真図版26　遺構外（４）土器・土製品

－ 124 －

写真図版p117-.indd   124写真図版p117-.indd   124 2017/02/02   13:372017/02/02   13:37



S≒1/2

301

302 303

304

305

307 308 309

310 311

312

313314

306

 ３号住

 ４号住

 ５号住

写真図版27　３号住、４・５号住剥片石器
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写真図版28　３～５・６号住、２・３号土坑、遺構外（１）剥片石器
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写真図版29　遺構外（２）剥片石器
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写真図版31　３号住（１）礫石器
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写真図版32　３号住（２）、４号住（１）礫石器
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　写真図版33　3・4・5・6号住礫石器
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写真図版34　６号住（２）、７号住、２・３・５号土坑、遺構外（１）礫石器
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コ－ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調 査 原 因
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世界測地系
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縄文時代前期の集落
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平安時代の土器

要 約

調査地は縄文時代居住域であることがわかった。南向き斜面に７棟の竪穴住居と焼土、土坑などがみつ
かった。これらの時期は縄文時代前期でも早い段階に集中している。住居跡がみつかったのは調査区内
のごく一部で、本来、地形改変を受けた斜面の上方や、調査区の西方にも集落が広がっていたものとみ
られる。
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